
(57)【要約】

【課題】パッドを配置するための面積や内部資源を配置

するための面積に無駄な面積を生じさせず、半導体チッ

プの面積を小さくすることが可能な半導体装置を提供す

る。

【解決手段】半導体チップ１の四隅には、入出力インタ

ーフェイスとなるパッド２が配置されている。ここで、

パッド２の形状はほぼ正方形である。この四隅に配置さ

れたパッド２は、従来の技術の半導体チップにおいて四

辺を囲むように配置されていたパッドを四隅に集約して

配置されている。それぞれの隅に配置された複数のパッ

ド２の領域を、パッド領域３とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 チ ッ プ の 四 隅 に 配 置 さ れ る 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ イ ス の パ ッ ド と 、
前 記 パ ッ ド に 接 続 さ れ 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 前 記 パ ッ ド が 配 置 さ れ た 四 隅 以 外 に 配 置 さ れ
る 内 部 資 源 と を 備 え 、
一 の 隅 に 配 置 さ れ た 前 記 パ ッ ド と 隣 接 す る 他 の 隅 に 配 置 さ れ る 前 記 パ ッ ド の 間 に も 前 記 内
部 資 源 が 配 置 さ せ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
前 記 パ ッ ド は 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 四 隅 に 複 数 列 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
前 記 複 数 列 の パ ッ ド は 、 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 内 側 の 前 記 パ ッ ド よ り 外 側 の 前 記 パ ッ ド の 方
が 前 記 半 導 体 チ ッ プ の 四 辺 に 沿 っ て 長 い 形 状 の 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
前 記 パ ッ ド は 、 形 状 が 円 に 近 い 多 角 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 に 係 る 発 明 で あ っ て 、 特 に 、 半 導 体 チ ッ プ 内 の パ ッ ド の 配 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ に 、 従 来 の 技 術 の 半 導 体 装 置 の 平 面 図 を 示 す 。 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 外 周 の 四 辺 に は
、 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ イ ス と な る パ ッ ド １ ０ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の
四 隅 に は 、 ウ ェ ハ プ ロ セ ス や ア セ ン ブ リ 工 程 等 で 必 要 に 応 じ て 使 用 さ れ る ア ラ イ メ ン ト マ
ー ク 等 の 特 殊 マ ー ク １ ０ ３ が 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 パ ッ ド １ ０ ２ や 特 殊 マ ー ク １ ０ ３ が 配
置 さ れ る 領 域 を パ ッ ド 領 域 Ａ と す る 。 こ の パ ッ ド 領 域 Ａ に 囲 ま れ た 領 域 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ
Ｏ Ｍ や Ｒ Ａ Ｍ 等 の 内 部 資 源 １ ０ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 内 部 資 源 １ ０ ４ は 、 パ ッ ド １ ０
２ に 接 続 さ れ 必 要 な 信 号 が 入 出 力 さ れ て い る 。 こ の 内 部 資 源 １ ０ ４ が 配 置 さ れ る 領 域 を 内
部 資 源 領 域 Ｂ と す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ の よ う な 構 成 を 採 る 半 導 体 装 置 と し て 、 例 え ば シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ
な ど が あ る 。 こ の シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 四 辺 に 配 置 さ れ た パ ッ ド １ ０ ２
は 、 主 に Ｌ Ｑ Ｆ Ｐ （ Ｌ ｏ ｗ 　 ｐ ｒ ｏ ｆ ｉ ｌ ｅ 　 Ｑ ｕ ａ ｄ 　 Ｆ ｌ ａ ｔ 　 Ｐ ａ ｃ ｋ ａ ｇ ｅ ） パ
ッ ケ ー ジ な ど の 多 ピ ン ア セ ン ブ リ パ ッ ケ ー ジ に 対 応 し て い る 。 近 年 、 プ ロ セ ス ル ー ル の 微
細 化 に 伴 い 内 部 資 源 １ ０ ４ の 集 積 化 が 進 み 、 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 面 積 を 小 さ く す る こ と
が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 面 積 は 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 に 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 を 加 え た
面 積 で あ る 。 そ し て 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 は 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 を 囲 む よ う に 設 け ら
れ て い る た め 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 に よ り 制 限 を 受 け る 。 逆 に 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積
も パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 に よ り 制 限 を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
例 え ば 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 が 小 さ い 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ に 比 べ て 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の
面 積 が 大 き い 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 方 が 、 そ の 周 り に 設 け ら れ る パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 も 大
き く な る 。 こ の と き パ ッ ド １ ０ ２ の 数 が 同 数 で あ れ ば 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 が 大 き い 半
導 体 チ ッ プ １ ０ １ で は 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 に パ ッ ド １ ０ ２ 等 が 配 置 さ れ な い 無 駄 な 面 積

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-103751 A 2004.4.2



が 多 く な る 。 よ っ て 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 が 大 き い 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ で は 、 半 導 体 チ
ッ プ １ ０ １ の 面 積 を 小 さ く 最 適 化 す る こ と が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 パ ッ ド １ ０ ２ の 数 が 少 な い 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ に 比 べ て 、 パ ッ ド １ ０ ２ の 数 が 多 い
半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ で は 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 を 大 き く す る 必 要 が あ り 、 そ れ 囲 ま れ る 内
部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 も 大 き く な る 。 こ の と き 内 部 資 源 １ ０ ４ の 面 積 （ 実 際 に 配 置 さ れ る 内
部 資 源 １ ０ ４ の 面 積 ） が 同 じ で あ れ ば 、 パ ッ ド １ ０ ２ の 数 が 多 い 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ で は
、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 に 内 部 資 源 １ ０ ４ が 配 置 さ れ な い 無 駄 な 面 積 が 多 く な る 。 そ の た
め 、 パ ッ ド １ ０ ２ の 数 が 多 い 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ で は 、 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 面 積 を 小 さ
く 最 適 化 す る こ と は 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の よ う な 制 限 を 回 避 す る パ ッ ド １ ０ ２ の 配 置 と し て 、 パ ッ ド １ ０ ２ の 数 が 多 い 半 導 体
チ ッ プ １ ０ １ で あ っ て も 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 が 小 さ く で き る パ ッ ド １ ０ ２ の 配 置 を 図
８ に 示 す 。 図 ８ で は 、 複 数 列 （ ２ 列 ） の パ ッ ド １ ０ ２ を 配 置 し た 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ で あ
る 。 こ の よ う に 複 数 列 の パ ッ ド 配 置 と す る こ と に よ り 、 １ 列 に パ ッ ド １ ０ ２ を 配 置 す る 場
合 に 比 べ て 、 パ ッ ド １ ０ ２ が 配 置 さ れ る 領 域 の 四 辺 の 長 さ を 短 く で き る 。 そ の た め 、 パ ッ
ド 領 域 Ａ に 囲 ま れ た 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 図 ９ に 複 数 列 の パ ッ ド １ ０ ２ が 配 置 さ れ た 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 平 面 図 を 示 す 。 図
９ で は 、 図 ８ の パ ッ ド １ ０ ２ の 配 置 に 比 べ て 、 外 側 の パ ッ ド 形 状 が 、 半 導 体 チ ッ プ の 四 辺
に 沿 っ て 長 い 形 状 の 矩 形 で あ る 点 が 異 な る 。 こ の よ う な パ ッ ド 形 状 と す る こ と に よ り 、 外
側 の パ ッ ド １ ０ ２ に 接 続 さ れ る 金 線 １ ０ ５ の 位 置 に 自 由 度 が 増 し 、 複 数 列 の パ ッ ド １ ０ ２
間 で 金 線 １ ０ ５ が 接 触 し な い よ う に ボ ン デ ィ ン グ す る こ と が 可 能 と な る 。 図 ８ 及 び 図 ９ に
示 し た パ ッ ド の 配 置 及 び 形 状 に つ い て の 内 容 は 、 特 許 文 献 １ に 詳 し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 複 数 列 の パ ッ ド 配 置 と し た 場 合 、 パ ッ ド の 形 状 を 矩 形 と す る よ り も 五 角 形 以 上 の
多 角 形 と す る 方 が 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ れ は 図 １ ０ に 示 す
よ う に 形 状 が 矩 形 の パ ッ ド １ ０ ２ の 場 合 、 列 間 の パ ッ ド 間 の シ ョ ー ト を 防 止 す る 必 要 が あ
る た め 対 角 方 向 に 隣 接 し た パ ッ ド 間 の 対 角 距 離 １ ０ ６ を 十 分 取 ら な け れ ば な ら な い 。 一 方
、 図 １ ０ に 示 す よ う に 形 状 が 五 角 形 以 上 の 多 角 形 の パ ッ ド １ ０ ７ の 場 合 、 パ ッ ド １ ０ ７ の
形 状 か ら 対 角 方 向 に 隣 接 し た パ ッ ド 間 の シ ョ ー ト を 考 え る 必 要 が な く な る 。 そ の た め 、 形
状 が 矩 形 の パ ッ ド １ ０ ２ と す る 場 合 に 比 べ て 五 角 形 以 上 の 多 角 形 の パ ッ ド １ ０ ７ と す る 場
合 の 方 が 、 列 間 の パ ッ ド 間 距 離 １ ０ ８ を 短 く す る こ と が で き 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 を 小 さ
く す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 半 導 体 チ ッ プ １ ０ １ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 図
１ ０ に 示 し た 内 容 に つ い て は 、 特 許 文 献 ２ に 詳 し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ４ ５ ９ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ０ － ３ ５ ５ ２ ４ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 図 ８ 又 は 図 ９ の よ う に 複 数 列 の パ ッ ド 配 置 で あ っ て も 、 パ ッ ド 領 域 Ａ が 内 部 資 源
領 域 Ｂ を 囲 む 構 成 に は 変 わ り が な い 。 そ の た め 、 内 部 資 源 領 域 Ｂ の 面 積 と パ ッ ド 領 域 Ａ の
面 積 と が 、 互 い に 制 限 さ れ る 関 係 は 残 る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ の た め 、 複 数 列 の パ ッ ド 配 置 と し て パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き て も 、
内 部 資 源 領 域 Ｂ に 配 置 さ れ る 内 部 資 源 １ ０ ４ の 面 積 に よ り 制 限 さ れ る た め 、 パ ッ ド １ ０ ２
が 配 置 さ れ な い 無 駄 な 面 積 を パ ッ ド 領 域 Ａ か ら 完 全 に 排 除 で き な い 問 題 点 が あ る 。 逆 に 、
内 部 資 源 １ ０ ４ の 面 積 が 大 き い 場 合 に は 、 そ れ に 伴 い パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 も 大 き く な る た
め 、 複 数 列 の パ ッ ド 配 置 と し な く と も 十 分 に パ ッ ド １ ０ ２ を 配 置 す る こ と が で き る 場 合 も
あ る 。 そ の 場 合 に 、 仮 に パ ッ ド １ ０ ２ の 配 置 を 複 数 列 に す る と 、 パ ッ ド 領 域 Ａ に パ ッ ド １
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０ ２ が 配 置 さ れ な い 無 駄 な 面 積 が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
一 方 、 図 １ ０ に 示 し た パ ッ ド の 形 状 を 五 角 形 以 上 の 多 角 形 と す る 構 成 も 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の
面 積 自 体 を 小 さ く す る 点 に お い て は 貢 献 す る が 、 パ ッ ド 領 域 Ａ の 面 積 と 内 部 資 源 領 域 Ｂ の
面 積 と が 互 い に 制 限 さ れ る 関 係 を 解 消 で き な い 。 そ の た め 、 上 記 の 複 数 列 の パ ッ ド 配 置 と
同 様 の 問 題 点 が 残 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 パ ッ ド を 配 置 す る た め の 面 積 や 内 部 資 源 を 配 置 す る た め の 面 積 に 無 駄
な 面 積 を 生 じ さ せ ず 、 半 導 体 チ ッ プ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が 可 能 な 半 導 体 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 解 決 手 段 は 、 半 導 体 チ ッ プ の 四 隅 に 配 置 さ れ る 入 出 力 イ ン タ ー フ
ェ イ ス の パ ッ ド と 、 パ ッ ド に 接 続 さ れ 、 半 導 体 チ ッ プ の パ ッ ド が 配 置 さ れ た 四 隅 以 外 に 配
置 さ れ る 内 部 資 源 と を 備 え 、 一 の 隅 に 配 置 さ れ た パ ッ ド と 隣 接 す る 他 の 隅 に 配 置 さ れ る パ
ッ ド の 間 に も 内 部 資 源 が 配 置 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 解 決 手 段 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 パ ッ ド は 、 半
導 体 チ ッ プ の 四 隅 に 複 数 列 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 解 決 手 段 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 複 数 列 の パ ッ
ド は 、 半 導 体 チ ッ プ の 内 側 の パ ッ ド よ り 外 側 の パ ッ ド の 方 が 半 導 体 チ ッ プ の 四 辺 に 沿 っ て
長 い 形 状 の 矩 形 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 解 決 手 段 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装
置 で あ っ て 、 パ ッ ド は 、 形 状 が 円 に 近 い 多 角 形 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を そ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ に 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 を 示 す 。 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 隅 に は 、 入 出
力 イ ン タ ー フ ェ イ ス と な る パ ッ ド ２ が 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 パ ッ ド ２ の 形 状 は ほ ぼ 正
方 形 で あ る 。 こ の 四 隅 に 配 置 さ れ た パ ッ ド ２ は 、 従 来 の 技 術 の 半 導 体 チ ッ プ に お い て 四 辺
を 囲 む よ う に 配 置 さ れ て い た パ ッ ド を 四 隅 に 集 約 し て 配 置 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 隅 に 配
置 さ れ た 複 数 の パ ッ ド ２ の 領 域 を 、 パ ッ ド 領 域 ３ と す る 。 な お 、 図 １ の パ ッ ド 領 域 ３ に は
、 そ れ ぞ れ １ 列 の パ ッ ド ２ が 配 置 さ れ て い る 例 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 パ ッ ド 領 域 ３ に は 、 ウ ェ ハ プ ロ セ ス や ア セ ン ブ リ 工 程 等 で 必 要 に 応 じ て 使 用 さ れ
る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 等 の 特 殊 マ ー ク ４ も 設 け ら れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ で パ ッ ド 領 域
３ 以 外 の 領 域 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ や Ｒ Ａ Ｍ 等 の 内 部 資 源 ５ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 内 部
資 源 ５ は 、 パ ッ ド ２ に 接 続 さ れ 必 要 な 信 号 が 入 出 力 さ れ て い る 。 こ こ で 、 半 導 体 チ ッ プ １
で パ ッ ド 領 域 ３ 以 外 の 領 域 を 内 部 資 源 領 域 ６ と す る 。 な お 、 図 １ で は 、 内 部 資 源 領 域 ６ に
設 け ら れ た 一 部 の 内 部 資 源 ５ に つ い て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ド ２ が 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 隅 に 配 置 さ れ て い る た め 、 半 導 体 チ ッ
プ １ の 四 辺 の 中 央 部 に は そ れ ぞ れ 内 部 資 源 領 域 ６ が 設 け ら れ て い る 。 し か し 、 電 源 配 線 （
図 示 せ ず ） が 、 こ の 中 央 部 も 含 め 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 辺 に 沿 っ て 設 け ら れ て お り 、 こ の 中
央 部 の 内 部 資 源 領 域 ６ に 内 部 資 源 ５ を 配 置 す る と 電 源 配 線 と 内 部 資 源 ５ の 配 線 と が シ ョ ー
ト す る 場 合 も 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 半 導 体 チ ッ プ １ で は 多 層 配 線 構 造 を 採 用 し 、 電 源 配 線
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は 上 層 に 内 部 資 源 ５ の 配 線 は 下 層 に 配 線 し て 、 電 源 配 線 と 内 部 資 源 ５ の 配 線 と の シ ョ ー ト
を 回 避 し て い る 。 こ れ に よ り 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 辺 の 中 央 部 に も 、 何 の 問 題 も な く 内 部
資 源 ５ を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で も 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 は 、 パ ッ ド 領 域 ３ の 面 積 に 内 部 資 源 領 域 ６
の 面 積 を 加 え た 面 積 で あ る 。 し か し 、 従 来 の 技 術 の よ う に パ ッ ド 領 域 の 面 積 は 、 内 部 資 源
領 域 ６ の 面 積 を 囲 む よ う に 設 け ら れ て お ら ず 、 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 と パ ッ ド 領 域 ３ の 面
積 と は お 互 い に 制 限 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
例 え ば 、 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 が 小 さ い 半 導 体 チ ッ プ １ で あ っ て も 、 内 部 資 源 領 域 ６ の 面
積 が 大 き い 半 導 体 チ ッ プ １ で あ っ て も 、 パ ッ ド ２ の 数 が 同 じ で あ れ ば パ ッ ド 領 域 ３ の 面 積
は 同 じ に な る 。 そ の た め 、 パ ッ ド 領 域 ３ の 面 積 に は 無 駄 な 面 積 が 生 じ ず 、 半 導 体 チ ッ プ １
の 面 積 を 最 適 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 パ ッ ド ２ の 数 が 少 な い 半 導 体 チ ッ プ １ で あ っ て
も 、 パ ッ ド ２ の 数 が 多 い 半 導 体 チ ッ プ １ で あ っ て も 、 実 際 に 配 置 さ れ る 内 部 資 源 ５ の 面 積
が 同 じ で あ れ ば 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 も 同 じ に な る 。 そ の た め 、 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 に
は 無 駄 な 面 積 が 生 じ ず 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 を 最 適 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ド ２ の 配 置 を 最 適 化 し 、 内 部 資 源 ５ の 配 置 を 最 適 化 す れ
ば 、 ト ー タ ル と し て の 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 が 最 適 化 さ れ る 。 従 来 の 技 術 の よ う な パ ッ ド
領 域 ３ の 面 積 と 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 と が お 互 い に 制 限 さ れ る 場 合 に 比 べ て 、 本 実 施 の 形
態 の 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 は 、 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、
あ ら か じ め パ ッ ド ２ の 直 下 に 出 力 ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ 等 の 回 路 を 配 置 し て お く こ と に よ
り 、 パ ッ ド と 出 力 ド ラ イ バ 間 の 配 線 を 不 要 に で き 、 よ り パ ッ ド の 間 隔 を 詰 め て 配 置 す る こ
と が で き 、 パ ッ ド 領 域 ３ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 下 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 具 体 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 、 本 実 施 の 形 態 の パ ッ ド 配
置 を 利 用 し た シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 平 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ の 内 部 資 源 ５ を 配 置 す る た め の 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 は 、 約 ２ ７ ｍ ｍ ２ 必 要 で あ る 。
し か し 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で あ る 半 導 体 チ ッ プ １
の 四 辺 の 中 央 部 に も 内 部 資 源 ５ を 配 置 す る こ と が で き 、 パ ッ ド 領 域 ３ を 含 め た 半 導 体 チ ッ
プ １ の 面 積 は 約 ３ ７ ｍ ｍ ２ に す る こ と が 可 能 で あ る 。 図 ２ で は 、 左 右 の 半 導 体 チ ッ プ １ の
四 辺 の 中 央 部 の み に 内 部 資 源 ５ が 配 置 さ れ 、 上 下 部 分 に は 配 置 さ れ て い な い 。 そ の た め 、
内 部 資 源 ５ の 配 置 の 方 法 に よ っ て は 、 さ ら に 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ に 、 従 来 の 技 術 の パ ッ ド 配 置 を 利 用 し た シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 平 面
図 を 示 す 。 図 ３ の 内 部 資 源 ５ を 配 置 す る た め の 内 部 資 源 領 域 ６ の 面 積 も 、 図 ２ と 同 様 に 約
２ ７ ｍ ｍ ２ 必 要 で あ る と す る と 、 従 来 の 技 術 の パ ッ ド 配 置 で は 、 内 部 資 源 領 域 ６ を 囲 む よ
う に パ ッ ド 領 域 ３ を 設 け な け れ ば な ら な い た め 、 図 ３ に 示 す シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン
ピ ュ ー タ で あ る 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 は 、 約 ４ １ ｍ ｍ ２ 必 要 と な る 。 つ ま り 、 本 実 施 の 形
態 を 利 用 し 、 図 ２ に 示 す よ う な シ ン グ ル チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 作 製 す れ ば 、 約 １
割 程 度 半 導 体 チ ッ プ １ の 面 積 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
図 ４ に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 チ ッ プ １ の パ ッ ド 領 域 の 平 面 図 を 示 す 。 半 導 体 チ ッ プ
１ の 四 隅 に 設 け ら れ た パ ッ ド ２ は 、 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 パ ッ ド ２ の
形 状 は ほ ぼ 正 方 形 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 隅 に 配 置 さ れ た 複 数 の パ ッ ド ２ の 領 域 を 、 パ ッ ド 領
域 ３ と す る 。 こ れ ら の パ ッ ド ２ に は 、 外 部 か ら 入 出 力 が 可 能 な よ う に 金 線 ７ が そ れ ぞ れ に
接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
さ ら に 、 パ ッ ド 領 域 ３ に は 、 ウ ェ ハ プ ロ セ ス や ア セ ン ブ リ 工 程 等 で 必 要 に 応 じ て 使 用 さ れ
る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 等 の 特 殊 マ ー ク ４ も 設 け ら れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ で パ ッ ド 領 域
３ 以 外 の 領 域 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ や Ｒ Ａ Ｍ 等 の 内 部 資 源 ５ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 内 部
資 源 ５ は 、 パ ッ ド ２ に 接 続 さ れ 必 要 な 信 号 が 入 出 力 さ れ て い る 。 こ こ で 、 半 導 体 チ ッ プ １
で パ ッ ド 領 域 ３ 以 外 の 領 域 を 内 部 資 源 領 域 ６ と す る 。 な お 、 図 ４ で は 、 内 部 資 源 領 域 ６ に
設 け ら れ た 一 部 の 内 部 資 源 ５ に つ い て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 の 形 態 １ で は 、 従 来 の 半 導 体 チ ッ プ に お い て 四 辺 を 囲 む よ う に 配 置 さ れ て い た パ ッ ド
が 四 隅 に 集 約 し て 配 置 さ れ て い る が 、 パ ッ ド の 数 が 多 い と １ 列 配 置 の ま ま で は 四 隅 に 集 約
す る に も 限 界 が あ る 。 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ド ２ を 配 列 を 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置
し て 、 よ り 多 数 の パ ッ ド ２ を 四 隅 に 集 約 す る こ と が 可 能 に し て い る 。 パ ッ ド ２ が 千 鳥 状 に
２ 列 に 配 置 さ れ て い る 点 以 外 は 、 本 実 施 の 形 態 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 じ 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 上 記 に お い て 説 明 し た 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ド ２ が 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て い
る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 パ ッ ド ２ が 千 鳥 状 に ３ 列 以 上 の
複 数 列 に 配 置 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で も 、 あ ら か じ め パ ッ
ド ２ の 直 下 に 出 力 ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ 等 の 回 路 を 配 置 し て お く こ と に よ り 、 パ ッ ド と 出
力 ド ラ イ バ 間 の 配 線 を 不 要 に で き 、 よ り パ ッ ド の 間 隔 を 詰 め て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 変 形 例 １ ）
図 ５ に 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に 係 る 半 導 体 チ ッ プ １ の パ ッ ド 領 域 の 平 面 図 を 示 す 。 半 導
体 チ ッ プ １ の 四 隅 に 設 け ら れ た パ ッ ド は 、 外 側 の 列 に 配 置 さ れ た パ ッ ド ８ と 内 側 の 列 に 配
置 さ れ た パ ッ ド ９ が 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の パ ッ ド ８ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ の
四 辺 に 沿 っ て 長 い 形 状 の 矩 形 で あ る 。 一 方 、 パ ッ ド ９ は 、 実 施 の 形 態 ２ の パ ッ ド ２ と 同 じ
く ほ ぼ 正 方 形 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 隅 に 配 置 さ れ た 複 数 の パ ッ ド ８ 及 び パ ッ ド ９ の 領 域 を 、
パ ッ ド 領 域 ３ と す る 。 こ れ ら の パ ッ ド ８ 及 び パ ッ ド ９ に は 、 外 部 か ら 入 出 力 が 可 能 な よ う
に 金 線 ７ が そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 、 パ ッ ド 領 域 ３ に は 、 ウ ェ ハ プ ロ セ ス や ア セ ン ブ リ 工 程 等 で 必 要 に 応 じ て 使 用 さ れ
る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 等 の 特 殊 マ ー ク ４ も 設 け ら れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ で パ ッ ド 領 域
３ 以 外 の 領 域 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ や Ｒ Ａ Ｍ 等 の 内 部 資 源 ５ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 内 部
資 源 ５ は 、 パ ッ ド ８ 及 び パ ッ ド ９ に 接 続 さ れ 必 要 な 信 号 が 入 出 力 さ れ て い る 。 こ こ で 、 半
導 体 チ ッ プ １ で パ ッ ド 領 域 ３ 以 外 の 領 域 を 内 部 資 源 領 域 ６ と す る 。 な お 、 図 ５ で は 、 内 部
資 源 領 域 ６ に 設 け ら れ た 一 部 の 内 部 資 源 ５ に つ い て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
実 施 の 形 態 ２ で は 、 ほ ぼ 正 方 形 で あ る パ ッ ド ２ が 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て い る 。 し か し
、 ほ ぼ 正 方 形 の 形 状 で は 、 金 線 ７ の 接 続 位 置 に 自 由 度 が な く 、 金 線 ７ が 互 い に オ ー バ ー ラ
ッ プ し て 電 気 的 に 不 良 が 起 こ る 場 合 も 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 本 変 形 例 の よ う に 半 導 体 チ ッ
プ １ の 外 側 の 列 に 配 置 さ れ た パ ッ ド ８ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 辺 に 沿 っ て 長 い 形 状 の 矩 形
に す る 。 こ れ に よ り 、 パ ッ ド ８ に 接 続 さ れ る 金 線 ７ は 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 辺 に 沿 っ た 方
向 に 接 続 位 置 の 自 由 度 を 持 つ こ と に な り 、 金 線 ７ が 互 い に オ ー バ ー ラ ッ プ し て 電 気 的 に 不
良 が 起 こ る 不 具 合 も 回 避 す る こ と が で き る 。 パ ッ ド ８ の 形 状 以 外 は 、 本 変 形 例 は 、 実 施 の
形 態 ２ と 同 じ 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 上 記 に お い て 説 明 し た 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ド ８ 及 び パ ッ ド ９ が 千 鳥 状 に ２ 列 に
配 置 さ れ て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 パ ッ ド が 千 鳥 状 に
３ 列 以 上 の 複 数 列 に 配 置 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 よ り 半 導 体 チ ッ プ １
の 外 側 の 列 に 配 置 さ れ る パ ッ ド の 形 状 は 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 辺 に 沿 っ て よ り 長 い 形 状 の
矩 形 と な る 。 こ れ に よ り 、 半 導 体 チ ッ プ １ の よ り 外 側 の 列 に 配 置 さ れ た パ ッ ド に 接 続 さ れ
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る 金 線 ７ が 、 半 導 体 チ ッ プ １ の 四 辺 に 沿 っ た 方 向 に 接 続 位 置 の 自 由 度 を 持 つ こ と に な る 。
ま た 、 本 変 形 例 で も 、 あ ら か じ め パ ッ ド ８ 及 び パ ッ ド ９ の 直 下 に 出 力 ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス
タ 等 の 回 路 を 配 置 し て お く こ と に よ り 、 パ ッ ド と 出 力 ド ラ イ バ 間 の 配 線 を 不 要 に で き 、 よ
り パ ッ ド の 間 隔 を 詰 め て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 変 形 例 ２ ）
図 ６ に 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に 係 る 半 導 体 チ ッ プ １ の パ ッ ド 領 域 の 平 面 図 を 示 す 。 半 導
体 チ ッ プ １ の 四 隅 に 設 け ら れ た パ ッ ド １ ０ は 、 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の パ ッ
ド １ ０ は 、 実 施 の 形 態 ２ の パ ッ ド ２ の 形 状 と 異 な り 円 に 近 い 多 角 形 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 隅
に 配 置 さ れ た 複 数 の パ ッ ド １ ０ の 領 域 を 、 パ ッ ド 領 域 ３ と す る 。 こ れ ら の パ ッ ド １ ０ に は
、 外 部 か ら 入 出 力 が 可 能 な よ う に 金 線 ７ が そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 、 パ ッ ド 領 域 ３ に は 、 ウ ェ ハ プ ロ セ ス や ア セ ン ブ リ 工 程 等 で 必 要 に 応 じ て 使 用 さ れ
る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 等 の 特 殊 マ ー ク ４ も 設 け ら れ て い る 。 半 導 体 チ ッ プ １ で パ ッ ド 領 域
３ 以 外 の 領 域 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ や Ｒ Ａ Ｍ 等 の 内 部 資 源 ５ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 内 部
資 源 ５ は 、 パ ッ ド １ ０ に 接 続 さ れ 必 要 な 信 号 が 入 出 力 さ れ て い る 。 こ こ で 、 半 導 体 チ ッ プ
１ で パ ッ ド 領 域 ３ 以 外 の 領 域 を 内 部 資 源 領 域 ６ と す る 。 な お 、 図 ６ で は 、 内 部 資 源 領 域 ６
に 設 け ら れ た 一 部 の 内 部 資 源 ５ に つ い て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
実 施 の 形 態 ２ で は 、 ほ ぼ 正 方 形 で あ る パ ッ ド ２ が 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て い る 。 し か し
、 ほ ぼ 正 方 形 の 形 状 で は 、 パ ッ ド 間 の シ ョ ー ト を 防 止 す る 必 要 が あ る た め 対 角 方 向 に 隣 接
し た パ ッ ド 間 の 対 角 距 離 を 十 分 取 ら な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の 制 約 に よ り 、 半 導 体 チ ッ
プ １ の 外 側 と 内 側 に 設 け ら れ た パ ッ ド の パ ッ ド 間 距 離 を 短 く す る こ と が で き な か っ た 。 そ
こ で 、 本 変 形 例 の よ う に 、 パ ッ ド １ ０ の 形 状 を 円 に 近 い 多 角 形 に す る こ と で 、 対 角 方 向 に
隣 接 し た パ ッ ド 間 の シ ョ ー ト を 考 え る 必 要 が な く な り 、 パ ッ ド 間 の 対 角 距 離 の 制 約 を 受 け
ず に 半 導 体 チ ッ プ １ の 外 側 と 内 側 に 設 け ら れ た パ ッ ド の パ ッ ド 間 距 離 を 短 く す る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 本 変 形 例 で は 、 よ り 多 数 の パ ッ ド １ ０ を 四 隅 に 集 約 す る こ と が 可 能 に し て
い る 。 パ ッ ド １ ０ の 形 状 以 外 は 、 本 変 形 例 は 、 実 施 の 形 態 ２ と 同 じ 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 上 記 に お い て 説 明 し た 本 実 施 の 形 態 で は 、 パ ッ ド １ ０ が 千 鳥 状 に ２ 列 に 配 置 さ れ て
い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 パ ッ ド １ ０ が 千 鳥 状 に ３ 列 以
上 の 複 数 列 に 配 置 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 本 変 形 例 で も 、 あ ら か じ め パ ッ
ド １ ０ の 直 下 に 出 力 ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ 等 の 回 路 を 配 置 し て お く こ と に よ り 、 パ ッ ド と
出 力 ド ラ イ バ 間 の 配 線 を 不 要 に で き 、 よ り パ ッ ド の 間 隔 を 詰 め て 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 チ ッ プ の 四 隅 に 配 置 さ れ た 入 出 力 イ ン タ
ー フ ェ イ ス の パ ッ ド を 備 え る の で 、 ト ー タ ル と し て の 半 導 体 装 置 の 面 積 が 最 適 化 で き る 効
果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 チ ッ プ の 四 隅 に 複 数 列 配 置 さ れ て い る の
で 、 よ り 多 数 の パ ッ ド を 四 隅 に 集 約 す る こ と が 可 能 に す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 チ ッ プ の 内 側 の パ ッ ド よ り 外 側 の パ ッ ド
の 方 が 半 導 体 チ ッ プ の 四 辺 に 沿 っ て 長 い 形 状 の 矩 形 で あ る の で 、 パ ッ ド に 接 続 さ れ る 金 線
が 、 半 導 体 チ ッ プ の 四 辺 に 沿 っ た 方 向 に 接 続 位 置 の 自 由 度 を 持 つ こ と が で き る 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 は 、 パ ッ ド 形 状 が 円 に 近 い 多 角 形 で あ る の で 、 パ ッ
ド 間 の シ ョ ー ト を 回 避 し つ つ 、 よ り 多 数 の パ ッ ド を 四 隅 に 集 約 す る こ と が 可 能 に す る 効 果
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が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 半 導 体 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 技 術 に 係 る パ ッ ド 部 分 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ０ １ 　 半 導 体 チ ッ プ 、 ２ ， ８ ， ９ ， １ ０ ， １ ０ ２ ， １ ０ ７ 　 パ ッ ド 、 ３ パ ッ ド 領 域
、 ４ ， １ ０ ３ 　 特 殊 マ ー ク 、 ５ ， １ ０ ４ 　 内 部 資 源 、 ６ 　 内 部 資 源 領 域 、 ７ ， １ ０ ５ 　 金
線 、 １ ０ ６ 　 対 角 距 離 、 １ ０ ８ 　 パ ッ ド 間 距 離 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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